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第3回定例会会議録 

 

令 和 元 年  ９ 月 １ ０ 日 （ 火 ） 

開  議  午 前 １ ０ 時 ０ ０ 分 

○議長（小井土哲雄君）   おはようございます。  

 これより、本会議を再開します。  

 ただいまの出席議員は１４名、全員の出席であります。  

 理事者側も全員の出席であります。  

 直ちに本日の会議を開きます。  

 

－－－日程第１  一般質問－－－    

○議長（小井土哲雄君）   日程に従いまして、これより一般通告質問を続行します。  

 

頁  通告番号  氏    名  件        名  

１７７  ５  市  村  千恵子  

ごみ減量化の課題に対する施策は  

循環バスなどの新たな交通施策の検討

は  

１９６  ６  井  田  理  恵  

生活インフラに対する住民意識の共有

と今後の課題は  

平成３０年度決算について  

 

 通告５番、市村千恵子議員の質問を許可します。  

 市村千恵子議員。  

（１２番  市村千恵子君  登壇）    

○１２番（市村千恵子君）   おはようございます。通告５番、議席番号１２番、市村千恵

子です。今回、２点質問させていただきます。  

 １点目は、ごみ減量化の課題に対する施策はということで、２点目が循環バスな

どの新たな交通施策の検討はについてであります。  

 １点目のごみ減量化の課題に対する施策はで、ごみの減量化に向けて、町民の皆

さんに理解を求めながら分別に力を入れているわけです。しかし、可燃ごみの量は

年々増加傾向にあり、町が行ったごみの組成調査では、約２１％が資源化できると
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の結果が示されています。いかに町民の皆さんに資源化の理解と実践をしていただ

くことができるかが大きな課題であると思うわけです。町のごみ政策の考えと課題

についての施策についてお聞きいたします。  

 それからまた、ちょっと２９年も質問したわけですけれども、ごみ袋の価格の引

き下げをについてもお聞きしたいと思います。御代田町は、平成８年１１月１日よ

り指定袋によるごみ処理有料化がスタートしました。平成１２年４月１日よりは、

資源ごみをプラスチックボトル、白色トレー、その他の紙の３種に分別。そして、

平成１４年１２月１日からプラスチック製容器包装の分別収集が始まりました。当

町は、こうした長い歴史の中でこの分別収集に取り組んできているわけです。  

 広報やまゆり、今年の１月号でありますけれども、ごみの減量化とお金の関係と

いうことで詳しくまとめられていました。現在の分別を行わず、全て可燃と不燃に

した場合、処理費用は５ ,４００万円かかってしまうこと。また、現在の可燃ごみ

の組 成調 査で は 、容 器包 装プ ラと 雑 紙で 約２ １％ が混 入 して いる こと 。雑 紙

１４ .２％、容器包装プラが７ .２６％ということであります。これを、それぞれに

分別できていれば、約１ ,３００万円の処理費用が減少するとのことでありました。  

 ごみの減量化は、処理費用はもちろんのことでありますけれども、環境への負荷

を与えない意味でも重要な課題であります。  

 そこで、まず現状をお聞きしたいと思います。排出量の推移と、処理運搬費用の

推移、それから不法投棄の動向です。それから、事業系可燃物の推移についてもお

願いいたします。  

○議長（小井土哲雄君）   栁沢町民課長。  

（町民課長  栁沢俊義君  登壇）    

○町民課長（栁沢俊義君）   それでは、お答えいたします。  

 まず、ごみの排出量の推移でございますが、平成２０年度から５年ごとのごみの

排出量の推移を御報告させていただきます。  

 最初は、可燃ごみでございますが、家庭系と事業系あわせまして、平成２０年度

は１ ,２９９ｔ、平成２５年は１ ,４１２ｔ、平成３０年度は１ ,５６５ｔと年々増

加傾向にあります。排出量は、平成２０年度の一番少ない年でありましたが、排出

量の主な増加の原因といたしましては、人口・世帯数の増加や高齢化社会を迎え、

紙おむつ等の増加などが要因として考えられます。  
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 また、御質問の家庭系と事業系のそれぞれでございますが、１０年間の推移をみ

ますと、事業系の排出量は、平成２０年度６３１ｔで平成３１年度は６５０ｔと推

移しております。しかしながら、家庭系の排出量は、平成２０年度は６６８ｔで平

成３０年度は９１０ｔと大幅に増加をしております。  

 次に、生ごみでございますが、平成２０年度５４２ｔ、平成２５年度５６８ｔ、

平成３０年度は５０５ｔであり、こちらは減少傾向にあります。１人世帯の増加や

ライフスタイルの変化、女性の社会進出など、家庭で料理を行う機会が減少してい

るのではないかというのが、一つ要因として考えられます。  

 不燃ごみにつきましては、平成２０年度１４５ｔ、平成２５年度１３８ｔ、平成

３０年度１２４ｔと、こちらも減少傾向にあります。  

 資源物につきましては、平成２０年度８９５ｔ、平成２５年度８８６ｔ、平成

３０年度６８６ｔと、ここ５年間では約２００ｔ減少しております。この資源物の

原料の理由といたしましては、ちょうどこの資源物というのが減少した時期とスー

パーマーケットなどで段ボールや古紙、ペットボトルや店頭の回収の品目の一つに

なったということが重なっておりますことから、そのことが要因の一つとしても考

えられます。  

 次に、ごみ処理費用のことでございますが、ごみ処理費用につきましては、こち

らは可燃ごみ、資源ごみ、粗大ごみの処理費用の合算ではございますが、平成

２８年度９ ,２６７万９ ,０００円、平成２９年度は９ ,３９４万６ ,０００円と、

１２６万７ ,０００円増加しております。こちらは、先ほど来申し上げておる可燃

ごみの処理の増加が主な要因となっております。  

 収集運搬経費につきましては、平成２８年度、２９年度ともに２ ,５９８万

５ ,０００円の同額となっております。  

 もう１点、不法投棄の状況でございますが、不法投棄の状況におきましては、多

量の不法投棄というのは現状ほぼなくなってきている現状でございます。しかしな

がら、道端へのポイ捨てなどはいまだに後を絶えず、またポイ捨ての不法投棄者の

特定もできない状況にあります。  

 町長から、冒頭にも挨拶ありましたとおり、今月２８日には２５回目の御代田町

を美しくする日を行います。町といたしましては、道端等にごみのないきれいな町

を目指しており、投棄者が特定できる場合は警察等と連携して対応してまいります。  
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 以上でございます。  

○議長（小井土哲雄君）   市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   今の現状をお聞きする中では、排出量の推移では、可燃ごみ

については家庭系、事業系あわせたごみが、平成２２年１ ,２９９ｔが１０年後、

３０年においては１ ,５６５ｔ、２６６ｔも増加しております。  

 その中身をみますと、事業系は今、横ばいとのお話もありましたが、やはり家庭

系が大きく伸びていることがわかります。生ごみ、それから不燃ごみ、資源ごみ、

今、不法投棄についても報告ありましたけれども、それらについてはやや減少ぎみ

だというお話でありました。  

 また、処理費用においては、２８年度９ ,２６７万９ ,０００円。それから、

２９年度も９ ,３９４万６ ,０００円ということで１ ,２６７万円増加しております

が、３０年度は９ ,４５１万５ ,９７９円ということで、５６万円ぐらいの増加にと

どまったかなというふうに思いますが、依然として９ ,０００万円台で推移されて

いるなということがわかります。  

 そういう中で、組成調査の結果ということで、これらのことから家庭系可燃ごみ

を減少する、減らすということが非常に重要なのかなと、ごみの処理費用の削減に

もつながる大きな鍵だと言えると思います。  

 分別しやすくすること、それから出しやすくすることも重要だと思いますが、ま

ずその前に、ちょっといつも気になっていたのが、町から送られてくる封筒なんで

すけれども、ちょっとわかりにくいと思うんですけども、ここがプラスチックのよ

うな窓、ありますよね。町も、意外にこのプラスチックの窓が多くて、なかなかこ

れを資源化するときにいちいちこう、はさみで切るなり、裏から破くなりやってい

ました。できるだけ、今だんだん保健福祉課のほうから出されている書類とか、税

務課とかもあるんですけども、大分この、このまま出せる窓口がプラスチックがな

くなってきたというところで非常によかったなと思うんですけど、まず１点、この

現状は、町全体のいろんな書類のこの窓口はどのようになっているか、誰かお答え

できる方。  

○議長（小井土哲雄君）   栁沢町民課長。  

○町民課長（栁沢俊義君）   お答えいたします。大変申しわけございません、全部の課か

らどのような封筒が出ているかというのは、ちょっと私のほうでも把握してはおら
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ない現状でございますが、大分、そのフィルムがそのまま出せるようなフィルム化

にシフトしてきている現状はあるかと思います。ちょっと、全体の把握はしており

ませんのでよろしくお願いします。  

○議長（小井土哲雄君）   市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   ですから、ぜひとも全庁的に見直しを行っていただいて、こ

の本当に資源化できるフィルムというのにかえていただければということで、そう

したら、このままちょっと名前のところは消すなりして再利用じゃないですね、資

源化できるかなというふうに思うところです。  

 その組成調査の結果ということです。可燃ごみの混入している雑紙の分別は、大

変効果的であるということから、町は昨年でしたでしょうか、雑紙袋、これ３枚で

す。こういう袋を各戸に３枚ずつ配付されました。非常によかったなと私は思って

いるんですが、実際自分の家では、何かいただいたものの紙袋を利用してやってい

たんですけど、かなりこれ大袋なんですけれども、非常にすぐ資源化できるなとい

うことでよかったと、大変思っているところです。  

 ですが、これを井戸沢処分場に雑紙で、かなりこれしっかりとしたいい素材とい

うか、これをまた入れて十字に縛って井戸沢に持っていってそのまま資源化って、

これも資源化というのももったいない気がいたすわけですけれども、ぜひこれを持

ち帰れるように、今、十字に縛ってというふうに指導されていますけれども、これ

を雑紙をコンテナとか、かごとかというところで、こうざっと開けられるような方

法というのは考えられないのか。井戸沢のみならず、月末にやっています資源

化──各集積場で行っている──そちらのほうでもそういう方法がとれないのかそ

の点についてお聞きします。  

○議長（小井土哲雄君）   栁沢町民課長。  

○町民課長（栁沢俊義君）   それでは、お答えいたします。井戸沢最終処分場については、

そこにいらっしゃる現場の皆さんの対応によりまして、そのまま開けてこれるとい

う現状があるようでございます。しかしながら、最終日曜日に行っております各区

のにおきましては、ひもで縛っていただいて出すというのが原則となっているのが

現状でございます。その方法につきましては、収集業者等とまた協議をさせていた

だきます。また、先ほど申し上げましたとおり、その紙のリユースということも大

事なポイントになろうかと思いますので、町民の皆さんがより出しやすい方法につ
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きましては今後検討してまいりたいと思っております。よろしくお願いいたします。  

○議長（小井土哲雄君）   市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   ぜひとも、やはり町民の皆さんが出しやすくすることが資源

化を高めている重要なポイントだと思いますので、ぜひ井戸沢でも、それから毎月

の最終日の資源化のときにでも、ざっと開けられて紙袋がリユースできるように考

えていただければと思います。  

 やはり、出しやすくするという点では井戸沢処分場、本当に井戸沢処分場で働い

ている方は非常に親切で、皆さん本当に大変喜ばれています。持っていけば、ちゃ

んと分別の、こっちに持っていくようにということで指示していただけるし、とて

も住民にとっては、非常に井戸沢処分場というのはすばらしいのかなというふうに

思っています。そういう中で、今現在開場しているのが水曜日、それから最終日曜

日のその資源化の午前中、８時半から１１時半です。土曜日は午前・午後というこ

とで、８時半から１１時半、１３時から１５時ということで午後も開場しているわ

けですけれども、ぜひこの水曜日を土曜日同様に開場できないかという点なんです

けど、その点についてはいかがでしょうか。  

○議長（小井土哲雄君）   栁沢町民課長。  

○町民課長（栁沢俊義君）   それでは、水曜日の午後の開場についてお答えいたしたいと

思います。  

 皆さん、御承知のとおり水曜日は不燃物の回収の日でございます。この日の午後、

実は井戸沢最終処分場におきましては、集積場に出された不燃ごみが一度に集まっ

てくるわけですが、その資源となるものと埋め立てとなるものの、それを手作業で

分別を現在行っているところでございます。そのため、現状といたしますと水曜日

の午後はそのような作業がございますことから、できないというのが現状でござい

ます。  

 以上です。  

○議長（小井土哲雄君）   市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   ちょっと、午後の作業が不燃ごみのそういった分別作業を手

作業でやっているということを知りまして、なかなかちょっと午後は難しいのかな

というふうには感じました。  

 いかに町民の皆さんに資源化の御理解をいただき、実践していただくかが大きな
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課題であると思うわけですけれども、町のこのごみ政策の考えと課題に対する施策

としてはどのようにお考えでしょうか。  

○議長（小井土哲雄君）   栁沢町民課長。  

○町民課長（栁沢俊義君）   お答えいたします。町のごみ政策の考えと課題に対する施策

についてでございますが、町のごみに対する考え方は、国が推奨しております循環

型社会の形成であります。生産から流通、消費、廃棄に至るまでの物質の効果的な

利用やリサイクルを進めることにより、環境への負荷の低減というのが究極の目標

となります。  

 一例ではございますけども、本年６月軽井沢町において行われましたＧ２０、環

境における閣僚会合が開催されました。その一環を受けまして、本年の龍神まつり

におきましては、マイバッグの配布を行いましてプラスチックを排出しないという

取り組みを行っております。ごみの有料化、ごみの分別化、資源化は、環境の負荷

の低減にもつながってまいります。今後とも、さまざまな課題に対しまして私たち

ができる施策の展開を一つ一つ着実に行っていきたいと考えております。  

 以上です。  

○議長（小井土哲雄君）   市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   ちょっとすいません、ちょっと聞き漏らしてしまったんです

けれども、つい近日中のところで、組成調査です、前回は２１％資源化できるもの

が混入ということでありましたけど、最新の数値というのはあるのでしょうか。  

○議長（小井土哲雄君）   栁沢町民課長。  

○町民課長（栁沢俊義君）   ごみの組成調査についてお答えいたします。  

 本年度の可燃ごみの組成調査は、先月８月３０日に行いました。昨年と同規模の

検体で行いまして、混入率は昨年と比べましたら約６ポイント減少の１６％程度と

なりました。このことは、町民の皆さんがごみの分別をきちんと行っていただいた

結果でありますので、引き続き分別に対する御協力をお願いしていきたいと考えて

おります。  

 以上です。  

○議長（小井土哲雄君）   市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   非常に、住民の皆さんの努力の結果が数値に出ているという

ことで、非常によかったかなというふうに思うところです。  
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 次に、今、政策課題ということでお話されました。本当に、龍神まつりのときに

小さなマイバッグ、なかなか出店のところでやっぱりプラスチックの袋とかたくさ

んもらう中では、非常に効果があるのではないかなということですので、ぜひああ

いう機会を見つけては啓発といいますか、ぜひやっていただけたらなというふうに

思うところです。  

 そういう中で、井戸沢の埋め立ての状況について、現在不燃ごみとかも減少とい

うことではありますけれども、現状、埋め立ての状況はどの程度、寿命といいます

か、どのぐらい持つのか。その点についてお願いします。  

○議長（小井土哲雄君）   栁沢町民課長。  

○町民課長（栁沢俊義君）   それでは、井戸沢最終処分場について御説明いたします。  

 井戸沢の最終処分場につきましては、施設の延命化、また災害廃棄物の受け入れ

等を考慮しまして、上流部の用地を購入してきた経過がございます。  

 埋め立ての量につきましては、毎年９から１０ｍ ３と聞いております。このこと

は、町民の皆さんがきちんと分別したおかげでもあると思っております。今後、

３０年程度は使用可能ではないかというふうに聞いております。  

 以上でございます。  

○議長（小井土哲雄君）   市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   それで、今本当に全国各地で地震、水害、そうなるとそうい

った本当に泥まみれの家財道具さまざまなものが道路に出されていて、あの後どう

なるのかなというふうに思うわけですけれども、御代田の場合、そういう災害が起

こった場合のその廃棄物の処理というのは埋め立てで、埋め立ての場所に持ってい

けるということですか。どうでしょう。  

○議長（小井土哲雄君）   栁沢町民課長。  

○町民課長（栁沢俊義君）   お答えいたします。災害廃棄物につきましては、現状災害廃

棄物の計画は、計画しておらないことから、現状ちょっとその辺は不透明のところ

がございます。  

 また今後、関係各所とちょっと協議をしてまいりたいというふうに考えておりま

す。  

 以上です。  

○議長（小井土哲雄君）   市村議員。  
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○１２番（市村千恵子君）   それでは、２９年６月議会で取り上げまして、その当時の町

民課長の答弁では、新クリーンセンター、ごみ袋の見直し、それから価格の引き下

げということで２９年６月議会に取り上げました。当時の町民課長の答弁では、新

クリーンセンターの構成市町村であります１市３町のごみ袋の１ℓ 当たりの単価で

比較され、可燃ごみの大きいもので金額を出されていたわけですけども、御代田町

７８銭、軽井沢町９０銭、佐久市は１ℓ 当たり３３銭、蓼科が６０銭ということで、

軽井沢は高いわけですけれども、こちらの２市町は御代田よりも非常に安いという

状況でありました。また、佐久市と同様に袋を刷新、御代田はとても厚手でしっか

りしているものなんですが、佐久市は本当に薄いものでした。そういう中で、燃や

してしまうのでありますから可燃の場合、もっと薄くても大丈夫ではないでしょう

かというお話をしたわけですが、その当時の課長は、佐久市のごみ袋は封筒型で、

まちがないので結びにくいということでしたが、実際売られているものはきちんと

まちのあるものだったということで、ぜひその検討をしていただきたいということ

をお話したわけですが、ちょっと御代田としてはかえる考えはないというお話であ

りました。  

 先ほど来の答弁で、家庭ごみの作成費８８４万９ ,０００円、それに対して購入

費というのが、町民の皆さんがお支払いしているのが１ ,２５３万７ ,０００円とい

うことですから、その差額、その家庭ごみの部分については、３６８万８ ,０００円

というのが町民の皆さんから処理費用としていただいている部分だという説明だっ

たように思います。  

 そういう中で、総合的に、住民の皆さんにやはり負担も減らすということも含め

て、このごみ袋の引き下げ、刷新はできないという前回の答弁だったんですが、引

き下げということはできないかということなんですが、いかがでしょうか。  

○議長（小井土哲雄君）   栁沢町民課長。  

○町民課長（栁沢俊義君）   それでは、ごみの価格に対する引き下げについてのお答えを

いたします。  

 先ほど来、町の指定ごみの費用、それから周辺の市町については今、市村千恵子

議員がおっしゃったとおりでございます。  

 ごみ袋の有料化につきましては、ごみの減量とリサイクルの推進、住民の費用負

担の公平化、住民の意識の向上という大義がございます。したがいまして、収集、
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運搬から処理に至る経費の一部を負担していただいておるところでございます。  

 御代田町では、２０年ほど前から有料化に取り組みまして、平成２０年度までは

人口が増加しているにもかかわらず、ごみの排出量の抑制する効果がございました。

近年は増加傾向にございますけども、分別等に関しましては近隣市町の間では大変

優れているという御評価もいただいているところでございます。これは、長年町民

の皆さんがきちんとしていただいた努力の積み重ねであると感じております。  

 ごみ袋の稼働につきましては、こういった理由からしまして、新クリーンセン

ターの稼働の有無に関係なくこれらの考え方をもとに進めていきたいというふうに

考えております。  

 なお、ちなみにでございますけれども、本年１０月から消費税の値上げが予定さ

れております。その値上げに対しましてごみ袋の値段は据え置くことといたします。

実質的には、可燃ごみの大で１袋──１ロールですが、実質１２円の値下げになる

ことも申し添えておきます。  

 以上です。  

○議長（小井土哲雄君）   市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   １０月の消費税増税にあわせて、消費税分は上げないという

ことでありましたけど、ちょっと大きな引き下げということではなかったんですが、

ぜひ引き続きその点についても検討していただければなというふうに思うところで

す。  

 本当にごみは、本当に全員、町もそうですし町民の皆さん、みんながそういう意

識を高く持って頑張っていかないとなかなかこの費用というのもどんどん増えてい

く、天井なしに上がっていってしまうということを危惧するわけです。ぜひとも、

この部分については、私自身も啓発に努めていきたいなというふうに思っていると

ころです。  

 そういう中で、町も頑張っているところをちょっと、先日８月２３日でしたでし

ょうか、５時４５分ごろから御代田町の職員という旗を持って、御代田ごみゼロ作

戦ということで、職員の方がごみを、駅周辺ですか──を回ってごみ拾いをされて

いる姿を見ました。ぜひ、町と町民と一丸となって、本当にこの減量化に向けて頑

張れたらなというふうに思うところです。  

 それでは、２点目の循環バスについて質問していきます。  
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 循環バスなど新たな交通施策の検討はということで、現在、実施されております

高齢者、障害者の外出支援のタクシー券利用補助事業ですけれども、非常に使い勝

手もよくなりまして好評であると思うわけですけれども、やはり、町民の皆さんの

中には、安価でこう、１００円とか２００円とか、近隣町村とかはそういう形で実

施されているわけですけども、この循環それから巡回バスのような運行に大きな要

望がありました。町長、選挙に出られたときに公約の三つの約束の中に、この循環

バスの新たな交通施策の検討と記載されておりました。さらには、御代田町の駅、

しなの鉄道を利用してという中では、やはり池田健一郎議員、昨日の質問でもあり

ましたけれども、御代田駅のホームにエレベーター設置はできないのかという要望

とかもあったように思います。北口の新設それから駅施設の充実ということで、町

長公約の中に明記されておりましたので、その進捗状況、どのように検討されてい

るのかについてということでお聞きしたいと思います。  

 まず、初めに、平成２０年から実施され、昨年度大幅な見直しがされましたタク

シー利用事業の実態についてお願いいたします。  

○議長（小井土哲雄君）   荻原企画財政課長。  

（企画財政課長  荻原春樹君  登壇）    

○企画財政課長（荻原春樹君）   それでは、平成３０年度から新制度に移行しましたタク

シー利用助成事業の改善点と、新制度移行後の利用状況について御説明をさせてい

ただきます。  

 平成２８年度に実施をいたしました、公共交通ニーズ調査、こちらではタクシー

利用助成事業の利用者の７５％の方から制度に満足しているとの回答をいただいた

ところであります。比較的好評の事業であったわけですけれども、制度開始から約

１０年経過したということ、公共ニーズ調査の結果のほか、利用者の御意見からも

課題が明らかとなりました。  

 主な改善すべき課題について一つ目としまして、購入上限枚数３０枚では足りな

い方が約３０％いるということ。二つ目は、現在の補助設定では１ ,０００円程度

の短距離乗車に満額補助が受けられないため使いにくいということ。三つ目としま

して、１回の乗車で１枚しか使えないため、長距離乗車時に自己負担額が多いこと。

この三つが挙がりました。  

 このことにつきまして、平成２９年度に新交通システム検討委員会開催をしまし
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て、調査検討を重ね、タクシー利用助成事業の制度改正を行い、３０年度から新た

な制度に移行をしたところです。新たな制度のポイントとしましては、長距離乗車、

短距離乗車とも利用しやすく、利用者が目的地や利用頻度によって一番利用しやす

い方法を選択できるようにすることでした。  

 主な改善点は三つあります。一つ目は、１枚当たりの購入額を６００円から

４００円に引き下げ、町の補助額を購入金額の引き下げと同率で、９００円から

６００円に引き下げをしました。利用者が１回の乗車で満額の補助を受けられる乗

車金額が１ ,５００円から１ ,０００円に下がることになりまして、これにより初乗

り料金と迎車料金を足した８８０円により近づくことで、短距離の乗車でも助成券

を使いやすくしてございます。  

 二つ目は、年度の購入上限枚数、こちら３０枚から１８枚を増やしまして４８枚

といたしました。これにより、利用可能な回数が増えております。  

 三つ目は、１回の乗車で複数枚のタクシー利用助成券を使えるようにいたしまし

た。これにより、長距離乗車の際にも複数枚使用することにより、自己負担が少な

くなっているというところでございます。  

 なお、購入上限数は１８枚増えますが、先ほど申し上げたとおり１枚当たりの補

助額を引き下げておりますので、１人当たりの補助総額は最大で２万７ ,０００円

から１ ,８００円増の２万８ ,８００円にとどめているところでございます。  

 新制度に移行し、１年が経過しましたので、このたび利用状況などを検証しまし

た。その結果、利用者数は改正前の２９年度の３９５人から５２人増加しまして、

３０年度４４７人となりました。本来、受けられるべき補助をどのぐらい使えてい

るのかを表す補助利用率では、２９年度の８４％から１１％上昇しまして、平成

３０年度は９５％という結果になっております。この数値からも、短距離乗車でも

長距離乗車でも補助が受けやすくなり、すなわち使いやすい制度になったのではと

いうふうに考えているところであります。  

 以上です。  

○議長（小井土哲雄君）   市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   このタクシー利用補助になったのには、新交通システム検討

委員会というのでしっかりと議論されて、いろいろ循環バスとかそういうバスの運

行とかもあった中で、やはりこのタクシー利用というのがドアからドアということ
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で利用できるという、やっぱり町民の皆さん、停留所となってしまうとなかなか、

近い人はいいわけですけれども、停留所から遠くなってしまうと難しいということ

もあって、今さまざまなデマンドタクシーとかやられているわけですけれども、非

常にこの制度、すばらしいということで、近隣の町村からの引き合いといいますか、

ぜひこれを実施するよう提案したいというお話、たくさん聞いております。実際、

南佐久の小海町ではこれを参考にして、独自のタクシー事業を始めたりしていると

ころであります。  

 一つ、今利用の状況はすごくわかりました。５２人、１年間でですね、増加され

て、その利用率、実際補助された部分について、本当に補助しているという補助利

用率という８４％ですか、それが９５％に上がったと。だから本当に、補助されて

いる金額をほぼ満額に近く利用されているんだなという実態も、今お聞きしてわか

りました。そういう中で、ちょっと気になることが、昨年からでしょうか、今まで

は名前だけの、チケットに記名だけだったのが、何か住所が記入をされているとい

うことで、今個人情報というのが結構騒がれている中、なぜ住所が明記されたのか。

また、その経緯について、今後も名前だけでよいのではないかと考えるわけですけ

れども、今後どのように考えているのか、その点をお願いします。  

○議長（小井土哲雄君）   阿部保健福祉課長。  

（保健福祉課長  阿部晃彦君  登壇）    

○保健福祉課長（阿部晃彦君）   お答えをいたします。現在、助成券には住所が記載され

ております。こちら利用券１枚当たり町は最大で６００円の補助をすることになっ

ております。ですので、町としましては個人に対してそれだけ補助をしておるとい

うこともございますので、やはりある程度個人が特定できるものであるべきだと考

えております。  

 それから、運用規定第５条におきまして、助成券は本人のみが使用できるものと

し、他人に譲渡、転貸、担保に供してはならないと定めております。タクシー券を

利用する際には、運転手の方に利用資格証明書とそれから利用助成券を照合して、

利用者の確認をしていただくようにお願いもしておるところでございます。  

 こういったことからの記載ですので、御理解をいただければというふうに考えて

おります。  

○議長（小井土哲雄君）   市村議員。  
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○１２番（市村千恵子君）   そうですね、金券と同じというような扱いということでしょ

うか。それで、本当に先ほどもありましたけれども、１年間で最高利用した場合、

２万７ ,０００円から２万８ ,８００円。この２万８ ,８００円というのは非常に個

人給付事業の中でも、毎年これが出るというのはそうない事業なのかなということ

で、非常にいいものだなというふうに思うところです。  

 そういう中で、今高齢者ドライバーによる悲惨な交通事故が多発している中、免

許返納を促進というようなこともあるわけですが、これも先ほどの池田健一郎議員

とかぶるわけですけれども、返納後の移動手段にやはり不安が大きいため、なかな

か返納できないという方が大勢おられます。そうした中で、やはりタクシーだけで

はない循環バス的なものを、やはり住民ニーズとしてはあるのかなということで、

２月の町長選挙において、現町長の選挙中のＳＮＳでしょうか、そこで発信されて

いたのが、タクシー助成券で十分なのでしょうかと。向原から御代田ツルヤ店まで

１ ,４００円かかり、タクシー券を使うと実質８００円、往復で券を２枚使い、負

担は１ ,６００円。買い物に行くだけでこのコスト負担。継続的な利用は難しいか

もしれません。循環バス等は決まった時間間隔で一定のルートを運行するバス。生

活交通として利用価値が高い。御代田町はマイクロバスやワゴン車がいつも回って

いる、気軽に利用できるようになると、移動に対する安心感が生まれるというふう

に発信されておりました。  

 また、買い物だけでなくスポーツ少年団送迎として循環バスを利用することを提

案しますと。例えば、Ｂ＆Ｇ海洋センターで少年団の練習が行われる場合、南小の

皆さんは学校で着替えて、そのまま隣の海洋センターに向かうことができますが、

北小学校の生徒さんは、親御さんの送迎が必須の状態です。これでは、北小学校の

親御さんの負担が大き過ぎますし、少年団の練習開始時間に間にあわせるには御苦

労されているようです。ということで、非常に住民ニーズをくみ上げて発信されて

いたわけです。  

 御代田には循環バスが必要ということで、循環バスはほかにもいろいろ利用価値

がありますと、こういうことで発信されていましたので、これを見た多くの町民の

方が大変期待されていると思いますが、まず、このように発信されたことは町長、

覚えてといいますか──おられますか。  

○議長（小井土哲雄君）   小園町長。  
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（町長  小園拓志君  登壇）    

○町長（小園拓志君）   お答えします。最近、ちょっと仕事が多くていろいろなことを物

忘れが激しいような、若年性で激しい物忘れを最近するようになってきていますけ

れども、そういったことを発信したという記憶はございます。  

 以上でございます。  

○議長（小井土哲雄君）   市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   覚えておられてよかったです。ぜひ、こういうニーズという

のが本当にあるわけですから、ぜひ検討をしていただけたらというふうに思うわけ

です。この交通施策としての循環バスの検討は、どの程度行っているんでしょうか。  

○議長（小井土哲雄君）   小園町長。  

○町長（小園拓志君）   お答えします。町政の課題、山積している中で、これのみを具体

的な検討を進めるというのはなかなか難しいところがあるところでございますが、

私、佐久に行ったり軽井沢に行ったりということで、かなり町の外で仕事させてい

ただく機会もございます。そういった場所で、私がそういう出張をしたときに、あ

あそうか、このバスはこういうふうに利用されているんだなとか、バスが来る時間

が間近であれば、そういう時間まで待って利用の状況を見てくるとか、そういう今、

まず私自身がどういうふうにやっていくのかと、こう方針を頭の中を整理している

段階というふうにお答えすればいいのかなというふうに思っております。  

 以上でございます。  

○議長（小井土哲雄君）   市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   まだ、方針の段階で具体的なその循環バスの検討はされてい

ないという理解でよろしいでしょうか。  

○議長（小井土哲雄君）   小園町長。  

○町長（小園拓志君）   それは、具体性ということについては見解がいろいろあると思い

ます。  

 以上でございます。  

○議長（小井土哲雄君）   市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   というのは、具体的にその循環バスについて検討してほしい

という、担当課のほうに指示は出されてはいないということでよろしいですか。  

○議長（小井土哲雄君）   小園町長。  
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○町長（小園拓志君）   指示は、何といいましょうか、新交通システムの検討のこれまで

の状況なんかの確認をさせていただくなどして、コミュニケーションをとっている

状況であることは事実であります。  

 以上でございます。  

○議長（小井土哲雄君）   市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   ですから今、私が感じる部分においては、全然具体的に検討

を始めているという段階ではないというふうに理解いたしました。  

 次にこの、今現在１年が経ったわけで、非常に利用も多いということなので、担

当課とすればこれをさらに進めていくというふうな考えなんでしょうか。  

○議長（小井土哲雄君）   荻原企画財政課長。  

○企画財政課長（荻原春樹君）   お答えをいたします。先ほど申し上げましたとおり、使

い勝手のよくなったタクシー利用の助成事業、これは引き続きやっていきたいとい

うところでおります。ただし、先ほどからもございます町長の公約の中にもそうい

った循環バスといったこともありますので、これまで検討委員会等でもそういった

検討ですとかは続けてきておりますので、さらにもう一度、こちらも過去検討して

きた経過等も含めまして、もう一度検討はしたいというふうには考えているところ

であります。  

 以上です。  

○議長（小井土哲雄君）   市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   この循環バスについても、非常にやっぱり町民の皆さんの期

待がございますので、ぜひとも、本当に循環バスとなってしまうと、意外に空気を

運んでいるというか乗る人がいないとかいうのが、今までそういう検討の中でこの

タクシー利用が出たという経過があるわけですけど、町長、昨年御代田にいらっし

ゃっているので、その状況がちょっとまだ御理解できていないのかなというふうに

思うところです。  

 免許返納促進というのが、今多く、全国的にも叫ばれているわけですけれども、

高齢者の方がやはりちょっと不安を持っても、車の機能的なところでしっかりとそ

れをサポートしてくれるようなものというのがだんだん出始めてきて、東京都を初

めとして高齢者ドライバーの方への後づけの急発進防止装置の設置に対する補助の

動きが今出ております。東京都は９割補助で、豊島区はその１割を負担するという
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ことで、豊島区の場合は全額負担していただくというような感じになるのかもしれ

ませんけれども、その取り付け費用が４万から６万、ものによっては２０万という

高価なものもあるわけですけれども、今いろんな自治体でその補助額はさまざまで

はありますけれども、やはり東京都に呼応して次々と実施する自治体が出てきてお

ります。  

 当町においても、ちょっとやはりもう７５になったので免許返納をしたいと、で

も見るからにはとてもお元気そうで、全くそんな不安という感じはないけど、やっ

ぱり自分自身７５歳になったというところで、後期高齢者という思いで返納したほ

うがいいのかなと、でも返納したらもう本当に御代田ではちょっと生きていけない

ですねというぐらいの、本当にそうなんです。やはり、こういう中山間地だと本当

に車がないと、特に私の住んでいる豊昇でありますと買い物行くのにも本当に高齢

者の人が町のスーパーまで来るのは至難の業です。  

 そういう中で、やはり今、畑、田んぼに行くにも軽トラを出していく。車を利用

する。そういう中で、高齢になって不安ではあるけれども、こういった急発進装置、

前回ドライブレコーダーというのもありましたけれども、やはりこの急発進装置で

す。やっぱり、アクセルとブレーキの踏み違いが非常に多いということで、こうい

うようなものが出てきているわけですけれども、これに対して、タクシーは毎回そ

の方に２万８ ,８００円──最高ですけども──補助することができる施策です。

でも、これは１回だけ補助するということなので、費用対効果としても当然あるの

ではないかなと思うわけですけれども、この点について、導入の考えはいかがでし

ょうか。  

○議長（小井土哲雄君）   荻原企画財政課長。  

○企画財政課長（荻原春樹君）   お答えをいたします。昨日の池田議員に対する答弁でも

お答えをさせていただきましたが、現状そういった制度があるというところの部分

というんですか、きのうもお答えをさせていただいたところであるんですけれども、

そういったところは考えていないのが現状です。やはり、住民の方、そういうもの

を付けたからといって事故が本当に減少になるのか。それが本当に周りに与える安

全につながるのかというところも考えなければいけないのかなというふうに思いま

す。  

 ただ、きのうも答弁させていただいたとおり、そういった具体的な例があるとい
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うことでございますので、そういった具体例をちょっと調査、研究させていただい

て、今後どうしていったらいいのかということを保健福祉課のほうとも協議をする

中で検討させていただきたいというふうに思います。  

 以上です。  

○議長（小井土哲雄君）   市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   昨日の質問とダブるわけですけれども、公共交通の電車を利

用促進といっても、階段の上り下りが大変ということです。町長の公約の三つの中

に、御代田駅の駅ホームのエレベーターの設置や北口の新設、町施設の充実とあり

ますが、進捗状況、ダブりますがお答え願います。  

○議長（小井土哲雄君）   荻原企画財政課長。  

○企画財政課長（荻原春樹君）   それではお答えいたします。御代田駅のエレベーターの

設置ということで、現在調査等を実施しているところであります。具体的にはしな

の鉄道株式会社への聞きとり、あるいはそういった例がほかにないかというような

ことで検討をさせていただいております。  

 特に、エレベーターの設置につきましては、お隣の小諸駅、中軽井沢駅で近ごろ

設置がされたというところで調査をしております。しなの鉄道の聞きとりでは、こ

のエレベーター設置につきましては、１日の平均乗降客が３ ,０００人以上の駅が

補助対象であるというところであります。駅では、１日平均の乗降客数が３ ,０００人

以上の駅から優先的に整備を進めているというところであります。３ ,０００人未

満の駅につきましては、新駅、駅舎改修時にあわせてエレベーターを設置した場合

以外で、エレベーターを設置したのは坂城駅のみということであります。坂城駅の

改修は、国からの補助はなく、長野県から一部補助があったものの、事業費の大半

が坂城町で負担をしているというような状況でございます。  

 また、２８年、２９年にかけて整備を行った小諸駅では、エレベーター２基の設

置に２億６ ,０００万円、屋代駅ではエレベーターの設置に当たり跨線橋が劣化し

ているというところで、総事業費が４億８ ,０００万円かかったというようなこと

を聞いているところであります。  

 このエレベーターの設置だけでも多額の費用がかかるというところ、また補助金

が見込めないような状況で、すぐ実施できる状況ではないといったところがわかっ

ております。  
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 また、これにつきましても、北口の新設といった駅の再整備あわせて検討しなけ

ればいけないのかなというところで、今後研究を進めていきたいと思っております。  

○議長（小井土哲雄君）   市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   昨日の答弁の中で、エレベーター設置には１億円ほどかかる

と、町長は有利な交付金を探しているが、今のところないということであります。

誰も、ちょっと見たときに駅の改修、エレベーター設置というと多額のお金がかか

るという中で、町長、今のところそういう交付金がありませんということで、これ

もそういう感じでいってしまうんでしょうか。町長の公約というのは、かなりお金

がかかるわけですけど、そういう試算とかせずに公約を掲げているのか、できるか

できないか、全然わからなくても公約として掲げてしまったのか。その点について

お願いします。  

○議長（小井土哲雄君）   暫時休憩します。  

（午前１０時５７分）  

（休   憩）    

（午前１０時５８分）  

○議長（小井土哲雄君）   制限時間が近づいていますので、手短な答弁を願います。  

○町長（小園拓志君）   公約は、町民のニーズを的確に捉えた結果というものが必要かと

いうことを中身として出してきているということでございますが、それはそれとし

て、今、駅前の再開発、駅の北口が今後どうなっていくかといったような、いろい

ろ変数の大きい状況の中で多角的に検討しているということでございますので、そ

ういったところの中でどうしていくのかという方針、または具体的な策を考えてい

くということでございますので、そういった文脈の中で御理解いただければと思い

ます。  

 以上でございます。  

○議長（小井土哲雄君）   市村議員に申し上げます。制限時間が近づいておりますので、

まとめに入ってください。市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   ですから、公約を掲げるときには、その財源推計とかいうも

のは全くなしに公約を掲げたのか。その点についてお願いします。  

○議長（小井土哲雄君）   小園町長。  

○町長（小園拓志君）   当然、各地のエレベーターを設置する状況などをインターネット
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等で、資料が結構、自治体ごとに出ておりますので、そういった中身を考えて、こ

れは町としてやるべきだし、やれるのではないかということをそのときに考えて、

公約として提示しているものでございます。  

 以上でございます。  

○議長（小井土哲雄君）   市村議員。  

○１２番（市村千恵子君）   調査、研究しているだけで、あっという間に１期の４年間は

終わってしまいます。まだ、これから本当に課題が、たくさん公約を掲げましたの

で、本当にそれが実施できるのか、しっかりと見ていきたいと思います。  

 町長は、スピード感を、そのときの町政に対してスピード感がないということを

御批判されていたように思います。スピード感を持って公約実現に取り組んでいく

ということで、ぜひよろしくお願いしたいと思います。  

 私の質問を終わります。  

○議長（小井土哲雄君）   以上で、通告６番、市村千恵子議員の通告の全てを終了します。  

 この際、暫時休憩します。  

（午前１１時００分）  

（休   憩）    

（午前１１時１４分）  

○議長（小井土哲雄君）   休憩前に引き続き、本会議を再開します。  

 栁沢町民課長より発言を求められておりますので、これを許可します。  

 栁沢町民課長。  

○町民課長（栁沢俊義君）   先ほどの市村千恵子議員の答弁につきまして、井戸沢最終処

分場につきまして、災害廃棄物処理計画はないというふうにお答えさせていただき

ましたが、平成２３年３月に策定をされております。  

 その中で、井戸沢最終処分場におきましては、災害時には仮置き場として設定す

るという旨記載はされております。先ほどの答弁を訂正させていただきます。よろ

しくお願いいたします。  

○議長（小井土哲雄君）   引き続き一般質問を続行します。  

 通告６番、井田理恵議員。  

（６番  井田理恵君  登壇）    

○６番（井田理恵君）   通告６番、議席番号６番、井田理恵です。  
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 おはようございます。最終質問者ということで、よろしくお願いいたします。  

 早速質問に入ります。このたびは２件の、私は質問をしています。  

 一つ目は、生活インフラに対する住民意識の共有と今後の課題について。  

 まずは、より有効な廃棄物処理へ向け、ごみ処分の現況から、住民の皆さんへ協

力いただいた実態が残っていればお示しください。  

 昨今のごみ処分状況について当町は、町民の皆さんの協力により分別出しが進ん

でいることは、先ほどの答弁からも明確でございます。先ほどの市村議員と大分、

私、予定していた質問もダブりますので、そのあたりを踏まえながら簡潔にまた省

略していただいて、必要があれば省略していただいて結構でございますので、よろ

しくお願いいたします。  

 平成２９年度で分別率が上がったということも確認しておりますけれども、今も

ございましたけれども、９ ,０００万円前後で微増、そこを維持しているというこ

とで、処分費用のようです。お金の部分もそうですけれども、そのあたりを踏まえ

ながらお願いいたします。  

○議長（小井土哲雄君）   栁沢町民課長。  

（町民課長  栁沢俊義君  登壇）    

○町民課長（栁沢俊義君）   それでは、お答えいたします。  

 まず最初に、昨年８月と今年８月、可燃物の組成調査を行いましたということは、

先ほどの答弁でもお答えしましたが、その詳細についてお知らせをしたいと思いま

す。  

 両年とも対象となる袋は２９の袋でありまして、量は平成３０年度が約１１１ kg、

令和元年度が１３３ kgで調査を行ったところではございます。このうち資源に回す

ことができる混入物は１６ .２７％であり、前回調査に比べて６ .６４ポイントの減

少となりました。  

 主なものの内訳としましては、容器包装プラスチックの混入が２ .７１％であり、

また雑紙の混入率も９ .０４％で、いずれも減少しているところでございます。こ

れらの混入率の低下は、町民の皆様の御理解と御協力による分別のおかげと思って

おるところでございます。また、雑紙の分別につきましても、町民の皆様にある程

度理解が得られたものと考えているところでございます。  

 ここで、雑紙について、ちょっと経費について比べてみたいというふうに思いま
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す。例えば今回の結果の混入率９％の雑紙全量を、年間の可燃ごみ１ ,５６５ｔか

ら取 り除 くこ と がで きれ ば、 約１ ４ ０ｔ が資 源物 とい う こと にな りま す。 約

１９６万円の収入となることになります。反対に可燃ごみのまま焼却されれば

７１１万８ ,０００円の経費がかかってしまいます。効果といたしましては、

９１４万２ ,０００円の損失と考えることができます。  

 ごみの減量化につきましては、今後とも町民の皆さんに御協力をいただくわけで

ございますが、先ほどの答弁にもありましたとおり、中でも雑紙の排出につきまし

ては、よりよい排出の仕方を今後検討していきたいと考えております。  

 以上です。  

○議長（小井土哲雄君）   井田議員。  

○６番（井田理恵君）   ただいま最新の組成調査の結果でございますかね。そちらをお知

らせいただきました。  

 対象が２９袋、それから抽出したものが１１１ kg、令和元年は１３３ kgというの

は、ちょっと事前に私は聞いたところではございますけれども、混入率が資源に回

すものが１６％前後、それで減少として約６％ということになりましたということ

をお聞きしました。  

 その中で、今、雑紙のお話をちょっと前後しますけれども、先に出していただい

たのでお聞きしますけれども、今、市村議員からもお示しありました。私もこれを

持ってきたんですけれども、これね。皆さんの御家庭に３袋ずつ配付されたという

ことでございますけれども、実際、この雑紙について、ちょっと実は私皆さんに聞

いてみたんです。お話を無作為に調査したんですけれども、この雑紙についてまだ

よく理解が進んでいないということで、ちょっとびっくりしたことがあります。  

 今、これで出ましたので、これを先に言いますけれども、これ、見本なんですか

って話だったんです。実際は家庭用の──ここにも書いてありますけれども──紙

袋でも使えますということで、もうここにも書いてはあるんですけれども、実に私、

主婦の御近所の集まりで１０人くらいいたときに、ほぼ全員が「えっ。そうだった

の」って言われました。本当に５０代、６０代の方なんですけれども、これは次に

配られるまで、うちの紙袋も使っていいのっていうことが初めてわかったというこ

とで、ちょっとこの辺についても実はもったいないかなと思いました。  

 これ、とてもよく書いてあるんですけれども、雑紙の分別に御協力お願いします
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と書いてありますけれども、ここにも紙ひもって書くようになっていますけれども、

もう少し工夫が必要なんじゃないかなということで。  

 例えばここ、見本とかね。そういうことで見本で、そして紙袋、封筒などももち

ろん使えるんですけれども、これは定期的に配付されるものでないということの理

解も、もう一度していただければありがたいかなと思います。とても残念だなと思

いました。  

 先ほどの質問にもありましたけれども、井戸沢処分場へ持っていかれる場合は、

ここから出して、そのままざっと出して、これを持ち帰る方も実際にはいます。な

ので、少しそういう情報共有のところで、ちょっと偏在しているということがあり

ますので、今、せっかく雑紙の組成調査、これが改善されると大分、１７４万円で

すか、これを売ると、これがさらに改善されると、さらに混入率も下がると思いま

すので、その辺もしっかりとやっていただきたいと思いますけれども、その辺はい

かがでしょうか。  

○議長（小井土哲雄君）   栁沢町民課長。  

○町民課長（栁沢俊義君）   お答えいたします。  

 御指摘のとおり、ちょっとわかりづらいというものがあったというふうにも承知

しておるところでございますので、広報等に努めまして、皆さんが使いやすいやり

方にしていきたいというふうに考えております。  

 また、先ほども答弁いたしましたとおり、雑紙の出し方につきましても、やりや

すい方法も検討したいと思っております。  

 以上です。  

○議長（小井土哲雄君）   井田議員。  

○６番（井田理恵君）   すみません。ちょっと組成調査のほうから、そのまま時間の無駄

のないように飛びましたけれども、お許しください。  

 ごみの収集管理の方法は、各地区によってさまざまなようですけれども、分別の

決められたルールを守ることを前提に、世帯ごとに集積所の鍵を持ち、各自の責任

で出す区があったり、それから私の居住区、三ツ谷区は、今年から全世帯が当番で、

年に１回から２回まわりでごみ管理をし、出されたごみ袋に名前の記載もれはない

か、混入物はないかをチェックし、回収不可のないよう努めています。形はさまざ

まですけれども、生活者としてのルールを守り、町民意識を持ち、大事に暮らす力
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をとても感じます。  

 このような、皆が毎日かかわるごみ処分のことですので、数字やそして混入率、

可燃物の減、ごみの減量化を目指すということを前提にですけれども、ともに、実

態の声をさらにピックアップして、意識共有することも重要かと考え、今回はソフ

トの面について、ちょっとお聞きしたいと思います。  

 まず、生ごみ処分出しについて、世帯構成や土地家屋状況により違いがあります。

無作為に聞き取り調査をしましたところ、単身、中高年や高齢者が微増する中、夏

場の処分は特に大変との声が上がります。においや腐敗の問題など衛生面の点、冷

蔵庫内で保管している、置き場所がない、水切りしても紙袋からの漏れなどです。

コンポストや地中埋めもそれぞれですが、いずれにせよ規則どおり出す場合、生ご

み分別には苦労と苦心がございます。ほかの可燃物に比べ、かさ当たりの重量があ

ります。ごみ袋の、今しっかりとしたごみ袋をつくっていただいておりますけれど

も、構造の工夫はどうでしょうか。  

 それと、また年末年始、お盆時期、１２月２８日から今現在では１月３日、８月

１４日から８月１６日が収集がお休みということで、御家族が増加するこの時期、

ごみの廃棄にとても困るという声が上がっています。収集日の調整を含む声もよく

聞きますけれども、その点もいかがでしょうか。  

 その一方、不燃物の日は井戸沢処分場へ直接持ち込む方法と相まって、回収物が

少量です。私のところの三ツ谷区も１５０世帯、まあアパート等を入れるともう少

し増えますけれども、本当に中規模な区でございますけれども。その中で、不燃物

の日って、私も毎日ごみのことを関心があるときには、ときどき行くんですけれど

も、本当に２、３件というときがあるんですね。  

 これが、毎週回収が必要か。これについても、実はそのほかの区にもお聞きしま

したら、区別に個々で調整もしている区もあると確認していますけれども、この辺

もほかのまじめにそのとおりに出しているところとの関係というのか、情報共有が

どうなっているのか、あわせてその辺をお伺いしたいと思います。よろしくお願い

します。  

○議長（小井土哲雄君）   栁沢町民課長。  

○町民課長（栁沢俊義君）   それでは、お答えいたします。  

 まず、収集日の関係の変更ですとかということでございますけれども、まず生ご
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みにつきましては、週に２回行っているところでございます。また、可燃物等の収

集につきましても、年末年始、それからお盆等につきましては、２週は収集日がな

いということはないように、現在スケジュールを組んでいるところではございます。  

 また、不燃物の収集で要らないのではないかという御指摘でございますけども、

こちらは計画的に水曜日は不燃物の日でというのが、もう２０年来ずっと続いてお

ることから、よりよい皆さんの声を聞きながらですけども、調査研究みたいなこと

はしてみたいというふうに考えております。  

 以上です。  

○議長（小井土哲雄君）   井田議員。  

○６番（井田理恵君）   その辺の処理費用というか作業費用というか、そういうこともか

かわってくると思うので、区によってそれが調整できるのならばとか。  

 例えば、水曜日ですけれども、最終の不燃物は水曜日ですけれども、最終の月末

の日曜日に──井戸沢ですかね──持ち込む方のということで相まってて、今、お

話ししましたけれども、そういうこともあるので、実際に少しそこを調査していた

だいて、例えば、本当に回る必要がない、うちは回ってこなくてもいいよっていう

ところがあれば、その分ちょっと細かいんですけど、回収費用とかそういう部分も

必要がなくて、月に１回でいいっていうところがあれば。  

 例えば、ちょっと細かくて申しわけないんですけど、やっぱり少しでも処分費用

の何か財源に充てられないかいろんな方法を調査していただければ、実際に町民の

方からは、そういうふうに「これ要らないよね」っていう声も聞くので、その分ほ

かのところに何かできないのということをよく話すんですね。ですので、区によっ

ても違うと思うんですけれども、その辺はもう少ししっかり調べていただいて、や

っていただければいいかと思うんですけれども。  

 そして、新クリ－ンセンターへの移行に伴う近隣市町村とのバランスは重要なと

ころですけれども、町が掲げる循環型社会に向けた環境への取り組みの実現という

ようなニュアンスのところで、今の分別方式を継続するならば、一般廃棄物処分を

町民目線で、今のような生活様態の変化に沿った工夫で進めるように、随時微調整

していただければいいのかなと思います。その上で、出す方々へのさらなる協力と

協働の事業が継続されると考えます。  

 さらには、回収する側の方々にとり何が困ることか。それを私お聞きしましたと
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ころ、実に本当に基本的なことなんですけれども、においや汚れが付くことだそう

です。仕事上、仕方がないことと捉えればそれまでですけれども、ごみ袋の中とか

外にいろいろ余計な液体が残っていることをよく見受けます。破けていたりすると、

回収する側の方々への配慮はと、改めて重要な視点が不足していないのか実感しま

した。  

 思いやり、そのようなソフト面にも少し注目していただいて、啓発もあわせて今

後情報というか発信していただけるとありがたいなと思うんですけれども。いかが

でしょうか、その点について。  

 それから、生ごみは水切りに努め、プラの混入に御注意いただく。生ごみは、小

諸の浅麓汚泥再生処理センターで、汚泥発酵肥料、浅麓エココンポという飼料へ再

生されることは、皆さん御存じのことだと思うんですけれども、なかなかここも周

知されていないところではあります。この処理負荷を抑えるためにも必要であると

いうことで、プラの混入とか生ごみの中の混入のものについて心がけていただく。  

 答弁にありました可燃物処分には費用が発生し、資源ごみは収支のプラスと効果

も生むとの説明など、そうしたこともあわせて、もう少し理解への情報発信をさら

にしていただけると皆様のやる気になるのではと思いますけども、いかがでしょう

か。  

○議長（小井土哲雄君）   栁沢町民課長。  

○町民課長（栁沢俊義君）   お答えいたします。  

 ごみ処理につきましては、さまざまな問題等がございます。そういったことにつ

きましては、よりよく皆様方に広報していきたいというふうに考えております。ま

た、区によってさまざまな事情等もあろうかと思いますので、そちらも調査研究も

続けていきまして、より住民の皆さんが負担なく処理ができるよう心がけてまいり

たいというふうに考えております。  

 以上です。  

○議長（小井土哲雄君）   井田議員。  

○６番（井田理恵君）   何事も根拠や目的をなくして継続はありませんので、よろしくぜ

ひお願いいたします。  

 それから、これを見ましたので、雑紙の組成調査、可燃ごみの減量化へ向け、平

成２４年から組成調査を行い、資源ごみとなる雑紙の混入を確認した中での組成調
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査のことにつきまして、さらに細かい調査の結果などがありましたら、よろしくお

願いいたします。  

○議長（小井土哲雄君）   栁沢町民課長。  

○町民課長（栁沢俊義君）   お答えをいたします。  

 組成調査の細かいことにつきましては、先ほど有機包装プラ、それから雑紙につ

いては御説明させていただきました。  

 そのほかですが、生ごみにつきましては、前年と比べて３ .６ポイントは実は上

昇していることがわかりました。これは、２９の袋の中から三つの袋から生ごみが

出てまいりました。  

 生ごみにつきましては、水分量も多く含むため、通常分別される可燃ごみに比べ

て体積等も重さが、比重が高くなります。ごみの処理の費用は重さで支払うことか

ら、生ごみの混入は経費的にみても大変厳しい状況でございます。  

 先ほど来、浅麓クリーンセンターでの処分ということを、生ごみのほうはお伝え

していただきましたが、生ごみについては堆肥化処理、それから再利用できること

を町民の皆様に御理解いただきまして、御協力いただけるようさらに周知徹底をし

てまいりたいと考えております。よろしくお願いします。  

○議長（小井土哲雄君）   井田議員。  

○６番（井田理恵君）   すみません。質問が前後して申しわけございません。  

 答えとあわせていくと、ちょっと飛びます。申しわけありません。  

 今、生ごみの３ .６ポイント上昇したということを確認いたしました。というこ

とから、ぜひまた生ごみも、じぁ何で可燃ごみで混ぜないのかという意見もいろい

ろあったということでございます。今までも議論があったということでございます

けれども、先ほどもお話ししました町の循環型社会を目指すということで、子供た

ち、それからエコのいろんな観点につきましても、今後これを佐久クリーンセン

ターになっても多分継続していくという姿勢だと思いますので、ぜひこのまま継続

して、環境の観点からもぜひこのまま継続していくということであれば進めていた

だきたいと思いますので、さらなる分別を啓発していただきたいと思います。よろ

しくお願いいたします。  

 次に、３番目となりますけれども、生活インフラでの上下水道やごみ処理につい

ての学びは、環境教育としても資するところは大であります。学校教育では、小学
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校４年生の社会科で、水はどこからという単元で、水源から蛇口まで浄水場の働き

や、使用後の水の行方ということで、かつての世代、私たちの世代から単元は変わ

りましたけれど、単元というか呼び名は変わりましたけれども、昔から継続して社

会科の学習の大事な課題でございます。大事な教育の一環と私は捉えております。

現在の状況をお知らせいただければと思います。  

○議長（小井土哲雄君）   内堀教育次長。  

（教育次長  内堀岳夫君  登壇）    

○教育次長（内堀岳夫君）   お答えいたします。  

 生活インフラの一つである上下水道やごみ処理などは、生活基盤を支えるもので

あり、私たちの生活にとって関係が深いものとなっております。文部科学省の学習

指導要領において、小学校４年生の社会科では、人々の健康や生活環境を支える水

道やごみ処理について知識を身につけ理解すること、それが内容の一つとされてお

ります。  

 御代田町の小学４年生では、子供一人一人が身近な上下水道やごみ処理などの生

活環境に対する興味や関心を持たせるため、教育委員会が発行している私たちの御

代田町、こちらを活用しまして学習に取り組んでおります。  

 わたしたちの御代田町では、町内に特化した社会科の学習帳となっております。

上下水道施設の仕組みや必要性、ごみの発生から収集と処理、井戸沢処分場など、

学習所を活用して、社会科見学に向けての事前学習を行っております。  

 社会科見学の前に、学習に対する知識や意欲をかき立てさせるとともに、見学を

通して実際に確かめたいことや解決したい疑問など、じっくり問題づくりを行った

上で社会科見学に向かうようにしております。  

 このほかの事前学習として、自分の家の家庭ごみの排出量を調べ、その後ごみが

どのように処理されていくのか、またごみを減らすために自分たちができることを

考えるのが重要な学習となっております。事前学習において、学習意欲や疑問を醸

成した後、町内の上下水道、浄化管理センターや井戸沢最終処分場などの生活基盤

施設へ社会科見学に向かっております。  

 施設の見学では、実際に自分の目で見て触れ、実感することで、興味や好奇心を

かき立てるものとなり、授業で学んだ内容や教材と関係づけることによって、学習

の効果や理解をより一層高めることができるようになります。  
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 社会科見学の後は、授業の中で学びの成果の振り返り学習を行います。振り返り

学習では、見学を通して新たな気づきや学んだことを整理する学習を取り入れるこ

とで学習内容を深め、改めて自分たちが住んでいる御代田町を知ることができてお

ります。  

 以上のことからも、自分たちが住んでいる御代田町を知るという意味でも、社会

科見学は重要となっております。  

 このほかの小学校においての取り組む環境教育としましては、社会科だけではな

くて理科や道徳、総合学習の時間など、教科を超えて横断的に取り組むことが環境

教育を進める上で不可欠となります。学年や教科ごとの連携を積極的に図ることに

より、環境教育の効果を高めることができます。  

 小学校１、２年生では、身近な自然を観察し、そのおもしろさや自然の不思議さ

に気づくとともに、みんなと楽しみながら学びをつくり出すこと。それから、小学

校３、４年生では、課題を整理し環境をよりよくするために行動する力、行動する

ために計画を作成、力を養うこと。小学校５、６年生では、学習の問題を追求し解

決する活動を通して、環境に関する知識や技能を身につけること。  

 このように学年が上がるに従いまして、課題発見と解決の実践力、行動を通じた

思考や判断能力、重点となる狙いが異なってきますので、学校全体で目指す児童像

を踏まえた上で環境教育に取り組んでいるところでございます。  

 以上です。  

○議長（小井土哲雄君）   井田議員。  

○６番（井田理恵君）   今、教育次長から、今の４年生、そして環境教育、４年生の上下

水道、私たちの暮らしの水環境に係る現場で学習する姿や、それから環境について

のお考えをお聞きしました。  

 非常にカリキュラムというか指導要領どおりにやっていただいているのかなとい

うふうにも思うところなんですが、上水道に関して少し時間の制約もあると思うん

ですけれども。  

 そのちょっと私が確認したところによりますと、平成３０年には、雨のためなん

ですけれども、塩野の配水池の見学ができなかったということもあるんですけれど

も、しばらくされていない平成２３年には、塩野配水池がありますけれども、ちょ

っと調べましたところ、上水道の学習というのが、少し現場への視察というのは、
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視察というか学習ですね現場学習、社会科見学がされていないという事実がありま

した。  

 佐久水道さん、それから浅麓水道さんにも確認したんですけれども、ちょっとそ

ういう資料がなかったということで、決して何か手抜きをしているということを指

摘しているのではないんですけれども、やっぱり、上水道というのは、非常に、私

たちの水はどこから来てどこへ流れて、そしてどういうふうに処分をされていくと

いう一つの教育の流れでございますので、私たちも地域は違いますけれども、高崎

市の浄水場へ行ったりとか、皆さんどこかで記憶があると思うんです。  

 やはり、事情がいろいろあると思うので、特にこの御代田町は水源が５カ所あり

ますよね。涌水池に恵まれた地区です。そのような、よくいうふるさとの宝やふる

さとのよいところを確認して肌で学習する。学習をよくアクティブラーニングと言

いますけれども、小学校時代の肌感で勉強したり、見聞きする学習というのも、原

体験というのは私も前から大事だなと思っているところなんですけれども。  

 いろいろ事情があると思うんですけれども、やはりそこは時間を少し工夫してい

ただいて、小学生の中で一度しかない４年生の、これは単元なんですね。ですので、

ぜひお願いしたい。  

 また、これをやっぱり味わうことによって、好奇心やいろんなところで、町長が

始めている寺子屋学習もありますけれども、そういう機動力にも、学習の機動力、

意欲と今おっしゃいましたけれども、意欲を高めるには、やはり自分で、肌で感じ

て見聞きする。そのきっかけをつくるということも大事です。どうしてもそういう

ところが、ずっと継続して続くものかなって希望しますので、その辺は希望すると

ころですけれども。  

 例えばこの御代田町には、寺沢の水源、それから蟻ヶ沢、それから長坂、それか

ら清万、それから塩野配水池いろいろあります。そして、水道もどういう仕組みで

できているのか。御代田簡易水道が合併して小沼簡易水道になったのか。それから、

斡旋路、どこの地域がどういうふうにお水を買っているのか。  

 特に一番特出しているところは、硬水のお水があったり、軟水のお水があったり、

一緒にそれが地域によって混在していたり、ここの地区は硬水のお水でヨーロッパ

のお水にも近いような、そういう恵みもあるというようなことも非常に大事かなと

思いますし、夢が膨らみます。その辺はいかがでしょうか。  
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 もし教育長のお考えがありましたら、よろしくお願いいたします。  

○議長（小井土哲雄君）   茂木教育長。  

（教育長  茂木伸一君  登壇）    

○教育長（茂木伸一君）   御指摘ありがとうございます。  

 井田議員がおっしゃるとおり、詳しく申し上げますと、上水道等の見学につきま

しては、実は御代田町は非常に恵まれておりますが故に、なかなか見学等が難しく

なっている部分でございます。  

 例えば都会のほうに近いところで、川から取水して、塩素殺菌等をされた水が各

家庭へ配水されたりするようなところでは、子供たちがその場を目で見て確かめた

りすることが可能であって、子供たちが非常にそこは興味を持って取り組めるとこ

ろではありますが、先ほど議員が御案内のように、非常に恵まれている地区でござ

いますので、それこそ主要な配水池に行きますと、建物は見えるんですけれども、

その中身まではなかなか見ることが難しゅうございます。  

 したがいまして、せっかく見学を計画いたしましても、その分外から見るだけに

終わってしまったりというようなことがございますので、恐らく学校では、そこを、

工夫を重ねて見学ができるところを優先的にというようなところの配慮があっての

現在に至っているところかなと思います。  

 先ほど次長から説明もありましたように、町独自でつくっております私たちの御

代田町という社会科学習帳ですが、そこに先ほど議員が御案内の全ての水源が図で

わかるようになっております。  

 したがいまして、見学はできないんだけれども、こういったところで、まずは理

解するというようなことを兼ねながら、必ず学習の中身に落ちがないようにという

ような学習を各学校ではしておられるところでございます。  

 しかし、本当に自分の目で確かめて、行ってみて、そして感動とともに覚える、

理解するということが一番大事な、議員御案内のような感動体験につながると思い

ますので、それはこれからも大事にしつつ、見学の中に組み入れられることができ

るようであれば、しっかり組み入れていきたいなと考えております。  

 以上でございます。  

○議長（小井土哲雄君）   井田議員。  

○６番（井田理恵君）   教育長ありがとうございます。  
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 しかしながら、私の調べましたところによりますと、古い資料というか平成

２０年くらい前の資料で、塩野配水池のほうで役場の職員さんがしっかりと上水道

の計測の機械をしっかりと説明している資料がありました。写真もあります。とて

も子供たちも必ず知っているはずというふうな、私も希望を持って調べさせていた

だきましたが、そういったものが出てまいりました。  

 ですので、すみません。言い返して申しわけないんですけれども、やっぱり方法

だと思うんですよね。例えば水源地、外から見てもと言っても、じゃあ水源のとこ

ろに行ってみてもいいじゃないですか。遠足でもいいです。少なくとも計測の機械

も、私も浅麓水道さんに行ったときにも、そういった機械をちゃんと確認しました

けれども、いろんなメダカのあれがあったりします。ちゃんとそのような説明を役

場の職員さんが、本当に意気揚々と説明していた写真が残っておりましたので、ぜ

ひよろしくお願いいたします。  

 それじゃ、続きまして２件目に入ります。  

 平成３０年度決算につきまして、初めに平成３０年度決算を終えて、理事者であ

る小園町長は平成３１年２月に就任、それから内堀副町長は同年４月１日よりの就

任であり、この決算は確定の微調整あれど、ほぼ第三者としてまとめられた形とな

りました。前町政を引き続いた総括的所見をお示しください。評価の事案や事業、

課題とみた事案や事業の観点でよろしくお願いいたします。  

○議長（小井土哲雄君）   小園町長。  

（町長  小園拓志君  登壇）    

○町長（小園拓志君）   お答えいたします。  

 平成３０年度一般会計の決算につきましては、冒頭の招集挨拶にもあったとおり、

歳入総額が６９億４ ,５４０万円で、前年度に比べ８億５ ,６７９万円、１１ .０％

の減額。また、歳出総額は６５億９５０万円で、前年度に比べ８億９ ,９８２万円、

１２ .１％の減額となりました。  

 減額の要因は、役場庁舎本体工事が完了したことにより、歳入は役場庁舎整備基

金繰入金６億２ ,３３３万円、公共施設等適正管理推進事業債７億９ ,０４０万円の

減少をしたこと。一方、歳出は役場庁舎整備事業費が１６億１ ,８５０万円の減少

となったことが要因となっております。  

 では、御質問の中身でありますけれども、まず新理事者として評価した事案とい
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うことでありますけれども、まずは株式会社ひらまつを誘致した点ということでご

ざいます。  

 これまで、本土地につきましては、クリーンセンターの建設計画やその中止、火

山泥流に係るコンクリートブロックのストックヤードとしての利用の計画など何か

と課題、話題のあった土地でありましたけれども、近隣でも特に高級なラインを狙

ったホテルの運営により、軽井沢を含めた周辺の人の流れが変わり、地元で活躍す

る企業との連携が図られ、御代田のブランディングにも多いに貢献することが期待

されております。  

 先日、私のほうで東京に出向きまして、御代田の関連企業や、私が過去に関係し

ていた企業等を回らせていただきました。そして、株式会社ひらまつ様のホテル開

業にあわせて、どのような連携ができるかということに関しても、お話をしてきた

ところでございます。  

 また、地元塩野区を初め、御代田町内の農作物を積極利用していただくための現

地調査や情報提供をしてまいったところであります。今月１８日に、東京西麻布の

レストランひらまつレゼルヴで開催され、私や議長が出席しますけれども、御代田

町のディナーイベントがあります。  

 また、その翌日１９日から１０日間程度開かれる御代田町ディナーキャンペーン

に関しても、それらの呼びかけに応じて御出席いただける企業様は複数あると聞い

ております。ただ誘致して終わりではなく、ホテルを核にして、どのような産業振

興を図ることができるかをしっかりと考え、スピード感を持って進めてまいりたい

と考えております。  

 次に、財政規律の面であります。  

 平成３０年度決算におきましては、財政調整基金に２億円を積んだ上で１億円を

優に超す翌年度繰越金、翌年度というのはつまり本年度でございますが、繰越金が

発生したわけです。入札差金が、かなりの金額となっていますし、いろいろな冗費

を抑え、努力によって経費を抑えてきたことは一定の評価をされるべきことかと思

います。  

 ただ物事には両面があるとも思います。予算上予定されていたお金が十分に使わ

れていないということは、事業者の健全な経営を毀損する可能性があるわけです。

また、もっと重要なことは、余った予算を新たに事業に振り向けることが年度内で
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可能となれば、役場全体の仕事がより前へ進むことになるという側面もあるわけで

す。  

 大企業の内部留保ということに関して問題を提起する方もいらっしゃいますけれ

ども、また役場の内部留保が大きいこともいいことばかりとは言えないとも思いま

す。めり張りを考え、使うところには覚悟を持って使うことが役場の業務の効率化

につながり、もちろんのこと町民の皆さんの御期待にも応える道だと考えておりま

す。  

 続きまして、私なりに課題としている事案、挙げれば切りがないところですけれ

ども、ここでは２点ほど述べます。  

 ３月、６月と繰り返しになりますけれども、ふるさと納税についてですが、ふる

さと納税寄附金が前年度に比べ２ ,０５３万円と大きく減少していることでありま

す。分析としては、これも繰り返しになってしまいますけれども、返礼品の返礼率

が国の指示により４割から３割に変更されたこと、また返礼品に対する国の指示に

従わない団体に極端に寄附が集中したことというのが挙げられます。  

 私におきましては、まず御代田町の現状の認識と課題を整理し、ふるさと納税の

リニューアルの具体策について、寄附集めの手段について、さらに当町のふるさと

納税制度を進化させるための取り組みについて提案し、できるものから改善を図っ

ていくように指示をしてまいったところであります。  

 「モノ消費からコト消費へと転換」を基本コンセプトとして、寄附をしたら自宅

に品物が届くという一過性の関係から、御代田に来てもらう、御代田で消費すると

いう長くつながっていく関係性を構築していきたいと考えております。  

 具体的には宿泊施設の宿泊券、飲食店の食事券、アウトドアなどの活動体験など、

魅力のある返礼品の検討をし、追加登録をしております。また、進捗状況を定期的

に確認するため、１週間に１度程度という、かなり細かい頻度ですけれども、打ち

合わせもさせていただいております。７月から徐々に新しい返礼品が、さとふるサ

イト等にアップされております。  

 実は、８月は当初記録的に寄附金が集まっていない状況であったわけですけれど

も、新しい返礼品、主に先ほど申し上げていた１９日からのひらまつレゼルヴディ

ナーチケットと別荘体験施設であるクラスベッソ西軽井沢の一棟借りチケット、こ

れは平日と週末、祝日に分かれているわけでありますが、主にこの２種類の新しい
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返礼 品の 導入 に より 、寄 附金 額の 増 加効 果が 短期 間で あ りま した けれ ども 、

１００万円を超えてきているという状況であります。  

 正直に申し上げて、ふるさと納税に関して、私の就任前は役場から新しい商品開

発等に関する提案をできておらず、新しいポータルサイトの利用を始めた程度であ

りまして、寄附金の低下を座して待つだけとなっておりました。  

 しかしながら、私は就任以来、各種魅力的な返礼品の開発に担当が非常に注力し

てくれていることはもちろんでございますが、下準備の段階で私も相当程度関与し、

少しでも前へ進めるように努力しております。  

 ２５日には、旅館民宿組合の会合に私もおじゃまし、宿泊券を返礼品とできるよ

うな働きかけを行ってまいります。また、返礼品の申請を待つだけでなく、役場側

も書類の記入やポータルサイトとのやりとりなど、組合員さんが苦労するようなと

ころに惜しみなく協力し、できるだけ多くの宿泊施設様に参加していただけるよう

にまいりたいと考えております。  

 ２点目につきましては、旧役場庁舎周辺の用地購入の件でございます。  

 こちらは、公有地拡大の推進に関する法律により、税制の優遇措置を活用し、旧

役場庁舎に隣接する３件の土地、９ ,１４０ｍ ２ を購入したもので、合計１億

４ ,０００万円程度の決算額となっております。  

 まず、職員駐車場として借り入れていた土地５ ,６５０ｍ ２については、職員駐

車場として利用するため購入したものと聞いております。  

 また、このほかの２件の土地取得については、両所有者から町の事業に協力した

いという御意見をいただき、町道塩野御代田停車場線の用地取得が一部完了してい

ないこと、また都市計画道路東原西軽井沢線などの道路改良事業を行う計画もあり、

用地交渉をする際に地権者から代替地を要求されることを予想されたこと、また旧

役場庁舎跡地の今後の利活用などを検討するに当たり、間口が狭い袋小路の土地で

あるということから今後の土地利用の妨げになることが危惧されたこと以上の利用

により、３ ,４９０ｍ２の土地購入を決めたものだと聞いております。  

 しかし、本来の公有地拡大の推進に関する法律では、都市計画法に規定する都市

施設に関する事業、土地収用法に掲げる施設に関する事業などにしか活用できない

ものでありまして、さらに代替用地が必要となっていない段階で購入したことは、

時期尚早の取得であったと言わざるを得ないところであります。  
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 これからこの土地をどのようにしていくのか、現段階では具体的な方法がありま

せん。１億４ ,０００万円をどのように回収するのか、どうして不用であり不当性

が疑われる土地を購入したのか、庁内的議論がなされていないということで、職員

によく聞いてみても不明であるということであります。  

 上記の状況から、私といたしましては、本件土地購入に関しては、役場の本来的

ルールから外れたやり方だったのではないかと強い疑念を持っているところであり

ます。  

 前回６月議会での一般質問で、内堀喜代志議員の質問に対する副町長の答弁の中

でもありましたとおり、この用地については、今後町としてどのように利活用して

いくのか、非常に大きな課題であると認識しているところでございます。  

 以上でございます。  

○議長（小井土哲雄君）   井田議員。  

○６番（井田理恵君）   ただいま町長から答弁いただきました。  

 今、ふるさと納税につきまして、返礼品が３割以内ということと、それから過大

な返礼品をする。あえて言えば、泉佐野市などでしたか極端な例からなどというこ

とを理由に、本年度決算平成３０年度は４ ,３９２万９ ,０００円で、今、おっしゃ

ったように２ ,５３３万円の減収、昨年度に比べてなったとするのは少し強引さを

否めません。  

 というのは、やはり厳しく申しますと、このような感度で言いわけをする癖がつ

くと、収支の甘さが足元をすくうことにもなり兼ねないと思います。だから仕方が

ないという考えは、事業を当初の計画を忠実に遂行するほど不測の予定外が発生す

ると、一方では修正が効かず、リスク回避がされません。  

 返礼品受注が一定数に達すると受けられない事態や、期待する予定業者が返礼事

業そのものの請負事業による請負が、事業によって、事情によって、アウトだった

ことなども実は確認をしておりますけれども、そのようなことはお話にならないの

か。  

 差し支えがあるのかと思いますけれども、こういった事情はむしろ出していただ

いたほうがいいのかと思います。わかった時点で、今、町長の答弁にもありました

けれども、商品がなければ新たに基準と照らして商品開発をするなど、柔軟な対応

で工夫をいただく。プロセスの軌道修正行動はどうだったのか検討をいただく。そ
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んな行政内評価のようなものを、やはり今後期待いたします。  

 今、町長の答弁にも、そのようなことで、もう既にいろんな修正をされていると

いうことをいただきましたので、今後ぜひよろしくお願いしたいと思います。  

 去る６月下旬のＪＡ佐久浅間さんの現場視察と意見交換の場で、ふるさと納税品

について小園町長と投げかけたところ、扱い品目の多い農協の強みで、すぐに話が

具体化するのかなという、そのような展開に持っていく機動力にとても頼もしさと

力を感じました。  

 また、既に野菜の女性生産者へ、定期便での返礼品企画などは進んでいることも

あったかと思いますけれども、物ではありますけれども、ふるさとを感じるストー

リーのある返礼品として、町長発信のよくおっしゃられているわくわくする価値と

して、魅力につながればと期待をいたします。  

 いずれにせよ変動制あるふるさと納税制度ですけれども、住民福祉のニーズを先

進自治体にならって追い求めていけば、果てしなく増加するばかりです。適正な、

今、一般財源が６９億円ぐらいの、このような分母の適正な、当町はございますけ

れども、適正なサービスを維持して次世代へ、つけを残さないでいくためにも、収

支の入るに力を注ぐことは、これからの行政は不可欠ではないでしょうか。  

 ６月議会でも同様の気持ちで質問をいたしました。ふるさと納税についてのリー

ダーの機動力を、ぜひ役場庁内で皆さんにさらに広げていただければありがたいと

ころです。  

 土地取得につきましても、今、忌憚のないお話がありましたので、当町の過去に

例がほとんどない公拡法による先行取得ですかね。過去にそのような例が多分あっ

たというのはあまり聞いていないので、本当に必要だったのかということを、今、

お話、そのような趣旨のことを言われましたけれども、根拠の明確さが不足してい

た感も否めないのかなと思いますし、議会もこうした事案について、客観的に検証

する必要があるのかと、私も今お聞きして一議員として感じております。  

 役場職員歴３０数余年、一般企業にも出られた内堀副町長は、平成１６年度策定

の御代田町が合併せずに自立の選択をした自律協働のまちづくりの推進計画のとこ

ろに尽力されましたけれども、一言お願いします。  

（副町長  内堀豊彦君  登壇）    

○副町長（内堀豊彦君）   お答えをしたいと思います。  
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 私も３０数年役場のほうにおりまして、４年ほど自宅、民間企業で仕事をさせて

いただきました。そんなような中で、その間に行われてきたことについて、非常に

意思決定の過程というのは疑問に感じている部分があります。  

 それはどういうことかというと、私も先ほどの公拡法の関係でもそうなんですけ

れども、我々の仕事というのは、一番大事なのは法に準拠する、法を守る、法を遵

守する。そこの部分のところを職員によく聞くんですけれども、要するに意思決定

のときに、どうもそのあたりが不明確なんですね。  

 それは、これから、今、行われていますアマナとの関係の写真、これについても

まだ実際に契約書ができていない。契約書ができていないにもかかわらず駐車場の

工事が行われている。  

 それから、アマナ自身が、きのう社長の話では約１億円ほど、もう投資してある。

実に摩訶不思議なことが起こっている。本来であれば、契約行為がなされて、その

後になされていなければならないことが、何でこうなっているのかと、これがよく

わからない。  

 それから、やまゆり工業団地にエリアデザインという会社をシチズンが出ていっ

た後に、誘致をしているということでありますけれども、これについても旧シチズ

ンの建物があるだけで、いまだにあそこのところが草になっている。私もあそこの

やまゆり工業団地の造成に４年ぐらいかかわりました。  

 それで、農振の除外に農工法という法律を使って除外をしたわけですけれども、

非常に大変な仕事をやって、御代田町に工業団地をつくったにもかかわらず、やは

り実際に利用してもらうところに買ってもらわないと意味がないなと。  

 私は、その周辺の道路を直す、下水道を直すということで、今年予算化で出てき

たんですけれども、その出てきたものについて、私、実はとめました。それはなぜ

かというと、下水道工事でも下水道自体が、要するに敷地の中は企業がきちんとや

ってもらわなくちゃいけないのに、公共桝をこちらのほうで、また新たにつくると

か、それから、道路整備は単費でやるとか、こんなことはやっちゃだめだろうとい

うようなことが、たくさんあります。  

 それから、私はこの庁舎の建設にも非常に４年前にかかわっておりましたので、

そのときの基本的な方針というのが、こういう考え方でした。当初１０億円、それ

はどんなに多くなっても１５億円ということで、庁舎の建設を始めたはずです。そ
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れで、基本コンセプトがシンプルということです。それはなぜかというと、庁舎を

使用するのが、職員、町、それから議会です主に。  

 要するに町民の使用する施設というのは、どんなにお金をかけても用途があれば、

私は、それはそれで意味のあるものであるというふうに思っておりますけれども、

やはりこの庁舎というところの使用については、ちょっと違うんじゃないかという

ふうに思っております。  

 ちなみに私、エコールみよたの用地取得と、それから実施設計までやりましたけ

れども、その実施設計までやったとき、当初実施設計が終わったときに４０億円で

した。それを設計業者と話し合いを持ちまして、もう何回もたたき合いをやりまし

て、２２億円まで落としました。何でそういうことが行われなかったのかなという

ことが、実は私からすると非常に不思議です。  

 ですから、これはいろいろなことはあると思うんですけれども、そういうことで

お金というものを我々が、今使用している税金というのは町民の皆さんからお預か

りしている税金ですので、その税金をいかに効果的に有効に使わなければいけない。

この一般質問だって、議員の皆さんが町側に一般質問をしていただいているのは、

そういうことを目的として、いろいろやっていると思うんですね。  

 ですから、今後こういうことも含めて、議会の皆さんとまた話し合いをしながら、

やっぱり切磋琢磨して、そして税金を有効活用し、この少子高齢化、はっきり言え

ば超高齢化社会がやってきて、これからお金が幾らあっても間に合わない。そんな

時代がやってくると思います。  

 そういう中で、きちんとお預かりしているお金を、町民の皆さんに還元していく

ということが大事だと思いますので、今後ともぜひよろしくお願いをしたいと思い

ます。  

 以上です。  

○議長（小井土哲雄君）   井田議員。  

○６番（井田理恵君）   副町長からも重要な課題をいただきましたので、私自身も一緒に

考えていきたいと思います。すみません。時間が押しました。  

 最後の決算審査所感を次に生かすために、より精度の高い事務事業計画を、ちょ

っと簡単にお示しいただければと思いますけれども。特出したもので結構です。  

○議長（小井土哲雄君）   小園町長。  
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○町長（小園拓志君）   お答えします。  

 平成３０年度の決算審査については、７月３１日からの事前審査から合計８日間

にわたる審査をいただき、８月２３日に審査講評をいただき、職員一同講評をお聞

きしたところでございます。  

 各担当課の審査時に、監査委員からの御指摘や御質問に対しては、当たり前のこ

とでありますけれども、担当職員がおのおの真摯に受けとめ、誠実に改善に取り組

んできているところでございます。  

 また、審査講評の折に、監査委員からの所感を毎年いただいているところでござ

いますが、今年は７点でございました。このうち裏紙の使用に関するものについて

は、既に取り組みを開始しております。  

 事務費の倹約として再利用を進めてきた一方、情報漏洩の問題、また事務機器の

故障の問題、故障の原因になるということで、適当ではないということでございま

す。９月１日から来年３月３１日まで、年度末までの間、裏紙の使用を中止し、経

費を比較し、本格実施するのか検討することとしております。  

 また、法令用語についてという中で、全ての職員には日々の法的知識の研鑽が欠

かせないという御意見がありました。それも当然のことでございますけれども、そ

のとおりだなと思いました。  

 こちらは、私たち理事者としても日ごろから強く感じており、また指導をしてき

たところでありまして、今回の補正予算におきましても、各担当係に行き届くよう

に法制執務の参考書の購入予算の計上をお願いしております。  

 また、総務課からは、各職員個人宛てに議事六法などの参考書を斡旋するように

指示しております。これにより、各職員が法令に対する認識を深め、自己研鑽によ

る成長を促すよう継続して指導してまいります。  

 ほかの所感につきましては、企画財政課と会計課が中心となり、現状の問題点や

課題点を整理する中でどのように改善すべきなのか、改善できるのかを担当各課と

協議する中で進めてまいりたいと考え、指示を出しているところでございます。  

 また、検討の結果を全職員に認識、理解をさせ、これを次に生かし、つなげてい

くことが重要となってまいります。この毎年の積み上げにより、より精度の高い事

務事業の執行が保たれるものと考えております。  

 以上でございます。  
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○議長（小井土哲雄君）   井田議員に申し上げます。制限時間が近づいておりますので、

まとめてください。  

 井田議員。  

○６番（井田理恵君）   今、早々とすみません。急いでしまって。  

 簡単に今、早速、監査委員の所見を毎年出ております所見を既に実行して、その

お言葉の中で実行できるものを既に修正、実行しているということを心強いお言葉

をいただきました。  

 今まさに、毎年の積み重ねということが、大変大事だと思います。毎年出ている、

引き続き出ていることもあります。今、時間がありませんので、具体的に話せませ

んけれども、それは皆さんも御存じのことで、毎年、出されておりますので、そう

いったことをしっかりとまた研鑽されて、さらに力強い行政力に上げていただけれ

ばと思います。  

 これで、私の質問を終わります。  

○議長（小井土哲雄君）   以上で、通告６番、井田理恵議員の通告の全てを終了します。  

 以上をもちまして、一般通告質問の全てを終了します。  

 本日は、これにて散会します。  

 お疲れさまでした。  

散  会  午後  ０時１５分  


